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わが国では 4 月 11-15 日に名古屋と奈良でアダム・スミスの会主催の国際シンポジウムが開催
された。そこでは「アダム・スミスの思想体系」と「スコットランド啓蒙とアダム・スミス」
(1) 杉原「わが国のスミス研究史に関する覚え書一一『本邦アダム・スミス文献』譲後感一一J (関西
大学『経済論集』第 6 巻第 4 号， 1956年 7 月) ;同「明治初期のスミス導入についてJ (Wアダム・ス
ミスの会会報』第23号， 1971年 1 月，杉原『近代日本経済思想文献抄』日本経済評論社， 1980年およ
びアダム・スミスの会，大河内一男編『続アダム・スミスの味』東大出版会， 1984年所収) ;同「日本
におけるアダム・スミスJ (大河内一男編『国富論研究dl III ，筑摩書房， 1972年，前掲『文献抄』所
収) :大河内一男・内田義彦・田添京二・杉原四郎「アダム・スミスと日本(座談会)J (前掲『国富
論研究dl III 所収); m東京経済雑誌』のアダム・スミスJ (季刊『社会思想』第 3巻第 1 号， 1973年，
杉原『日本経済思想史論集dlJ 未来社， 1980年所収) ;同「近代日本繋明期のスミス一一『国富論』の
本邦初訳を中心として一一J (経済学史学会編『国富論の成立dl，岩波書店， 1976年，前掲『思想史論
集』所収) ;同「日本のスミス研究J (W経済資料研究』第12号， 1977年 8 月，前掲『文献抄』所収) ; 
同「本邦アダム・スミス文献増訂版についてJ (W甲南経済学論集』第20巻第 1 号， 1979年， 6 月，前
掲『文献抄』所収)。
(2) 須藤壬章「アダム・スミス残後200年一一一国際シンポジウムを中心に一一J (W三田評論』第911号，
1990年 2 月)，水田洋「なぜいまアダム・スミスか一一没後200年記念国際シンポジウム一一J (W朝











1979年)によると，スミスの経済学に関説した文献は1868 (明治 2) 年から出現し，以来初版
では1952 (昭和27) 年まで，増訂版では1976 (昭和51) 年まで年を追うごとに文献数が量的に増
加し質的に多様化してゆて情況が見られる。山崎怜はこの『本邦アダム・スミス文献j) (初版，
1868-1952) と天野目録(1953-1960) および水田目録(1961-1967) の三種を典拠につかっ
て 100年間(1868-1967) に発表された日本のスミス文献について「統計的分析」を行ったが，
それによると，日本におけるスミス文献は， 11910 (明治43) 年までは散発的で研究点数も僅
少であり， 1920 (大正 9) 年より急増して，生誕200年の 1923 (大正12) 年を頂点としながら，
その祝典の余燈をのこしつつ， 1940 (昭和15) 年の死去 150 年記念にむかう。やがて戦争の急
迫とともに衰退し，戦後の厚味のあるスミス研究の新時代を迎え， 1950 (昭和25) 年と 1954
(昭和29) 年の二つのヤマ場のあと，とくに1960 (昭和35) 年を境界として下落し， 1965 (昭
和40) 年にややもりかえしつつも，量的には漸減傾向にある.要するに日本のスミス山は，




Symρosium to Commemorate the Bicentenary of the Death o[ Adam Smith, Organized by 
Adam Smith Society of Japan, 1990 (英文レジュメ集， 323ページ〉などを参照。
(3) 本稿は1989年12月 22日大阪経済大学において報告した「戦前のスミス研究史について」の原稿にも
とづいて書かれた。当日の研究会(それは名古屋での国際シンポジウムでの‘Adam Smith in Japan' 
報告のまえに，それとの関連で、聞かれた〉に参加され，有益なコメントをいただし、た水田洋，杉山忠
平，大森郁夫，西沢保，竹本洋の諸氏，とりわけ録音その他大へんお世話になった竹本洋氏に深謝する。
( 4) Keitaro Amano, Bibliograρhy of the Classical Economics, pt. J Adam Smith, Tokyo, 1961 ; 
水田洋「アダム・スミス書誌J (同『アダム・スミス研究~，未来社， 1968年〉
(5) 山崎怜「アダム・スミス一一ひとつの序章一一J (杉原四郎編『近代日本の経済思想一一古典派経


































(7) わが国における経済学の制度化については，つぎの共同研究を参照。 Enlightenment and Beyond 
-Political Economy comes to Jaρan-， edited by C. Sugiyama and H. Mizuta, University 
of Tokyo Press, 1988. 



























じめ(邦訳は1923年全 3 冊完成)， 1926年にはそれまで発表してきたスミス研究論文や翻訳を
まとめてわが国で最初のスミス研究書『アダム・スミス研究』を刊行するが，おそらく竹内は


















































































(14) スミス生誕 200 年の 1923年(大正12) 年頃から昭和初期にかけてのわが国の学界の状況は，当時の
新風の中でスミスやウェーパーやマルクスの研究をはじめた高島善哉の回顧談にくわしい。 I学問遍
歴を語る高島善哉先生一一アダム・スミス没後 200 年をむかえて一一，聞き手水田洋・杉山忠平・大
























上は緒言でこの講義の Leitfaden は『経済学批判』緒言と『資本論』第 2 版後記とであり，



















て，研究方法についてかなり詳細に説明したあと，本論の第 1 章イギリスの正統派経済学第 1
節 Adam Smith, (1723-1790) に入る。
この節は， r資本論』第 2版後書きの一節「イギリスの正統派経済学は階級斗争の未だ発展
ぜざりし時代に属する」という文章の引用からはじまる。河上が強調するのは， rSmith の





者の第 2章「アダム・スミス」は第 1 節「アダム・スミスの生涯及び論著J，第 2 節「アダム
・スミスの根本思想」より成るが，この講義では後者の第 1 節における彼の生涯と著作につい









































(1)三木清の原文に岩波茂雄が加筆した有名な創刊の辞を以て 1927年 7 月にスタートした岩波
文庫は西欧近代思想の学術的紹介の大きなルートとなったが，その第一回発行書(同年 7 月，
8 月〉の中に，気賀勘重訳『国富論』上巻が，カントの『実践理性批判』とともに入っており，




(2)三木清・羽仁五郎・林達夫の 3 人を編集者とする岩波講座『世界思潮~ (全I2巻， 1928年
(19) 気賀勘重の邦訳はもと慶応義塾のスタッフによる経済学古典叢書の一冊として 1926年に岩波書店か
ら刊行されたものを文庫に採録したものである。気賀は1911年の『三田学会雑誌JJ (アダム・スミス
記念号〉に「スミスの価値学説」を， 1923年の同誌(スミス生誕 200 年記念号〉に「アダム・スミス
の賃銀論」を書いていて，慶応の中では小泉信三とともにスミス研究家といえる人物であったが，結
局この邦訳は上巻のみで完結しなかった。
(20) 岩波文庫に対抗して改造社が1929年 2 月に刊行を開始した改造文庫には竹内謙二訳の『国富論』
(全 3 巻， 1921-23年の旧訳『富国論』の改訂版， 1931-33年〉が入っている。なお改造社は， ~マ











大内兵衛の予定で、あった c~内容見本』参照)が， 1928年12月発行の第 9 輯におさめられた「ア
ダム・スミス」は舞出長五郎が書いている。
(3)大塚金之助・野自栄太郎・平野義太郎・山田盛太郎編輯の『日本資本主義発達史講座』






















































(東大『経済学論集』第 4巻第 2 号， 1925年11月， ~著作集』第 1 巻，岩波書店， 1983年所収)，平野
「解瞳を前にせる旧支那の経済社会一一アダム・スミスの支那論J (~中央公論11 1934年 1 月， ~平野
義太郎論文集』第 2 巻， 日本評論社， 1948年に収録〉






































(27) If'社会と個人』序文 2-3 ベージ。人物としては第 3章ではトマス・アクイナス，第 4章ではイタ
リヤ・ノレネッサンスの人々とともに宗教改革のノレーテノレがとりあげられている。



























rI9世紀前半における歴史論」はつぎのような構成の長論文である。 (1) r序言j， (2) r ヨー
ロッパ近世思想史におけるブルジョア古典的段階j， (3) r ドイツ古典的哲学j， (4) rフランス空
(29) 清水幾太郎，前掲書序文 3 ページ。なお本書でもアダム・スミスはすでに数ヶ所に登場している。
57--58, 60, 94--95, 258ページなど。
(30) 清水幾太郎「アダム・スミスにおける自然法的なものJ (11年報社会学jJ， 1938年 4 月， Iアダム・ス
ミスの社会概念」と改題して『新しき人間jJ 1941年， IF現実の再建jJ，白日書院， 1947年に収録〉。清
水幾太郎は戦後できた「アダム・スミスの会」の会員で，第61田の研究会(1970年 3 月〉で「倫理学
について」報告している。
(31) 栗原百寿の生涯にとって 1930--37年は，第 2期一第 5期が農業理論の展開期であるのに対しその
第 1 期たる「歴史論」の時期とされるが(森武麿「栗原百寿農業論の課題J，西国善昭，森武麿，栗原
るみ編著『栗原百寿農業理論の射程jJ，八朔社， 1990年， 13ページ)，この第 1 期における栗原の歩み
については，森武麿「歴史論J (西国ら編，前掲書，第 1 章〉を， とくにその中での「綜合思想史」






































































(34) 杉原四郎編，前掲書， 122-123, 136ページ。
(35) 杉原「昭和10年代の経済学史研究J (中央大学『商学論纂』第28巻第 5 ・ 6 合併号， 1987年 3 月) ; 


















第23号， 198年5)。名古屋での国際シンポジウムにおける ‘Adam Smith in ]apan' (報告者杉山忠
平，大義郁夫，竹本洋)の第 3 節(IIl Aftor 1945) でも， 1970年代以降の新展開が概観されている
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